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社会実験に至るまでの経緯・ 概要

■開催の目的

■社会実験に向けた手法等

　 安全・ 安心のまちづく り 、 市民と の協働によるまちづく り を進めるにあたっ て、 都市公園は、 新

たなコ ミ ュ ニティ 醸成の場と し て、 また、 まちの活性化や賑わいづく り 、 自然や緑と の触れ合いの

場と し て、 多面的なポテンシャ ルを秘めた貴重な公共空間と 捉えています。

　 大庄地域の中心に位置する ( 新 ) 南の口公園は、 近隣に住む子育て層をはじ めと し た住民の憩い

の場と し て、 活用が期待さ れています。 こ う し た中、 令和 4 年度に実施し た大庄西中学校跡地活用

に向けた意見交換会 ( 以下、「 意見交換会」 と いう 。 ) を計 5 回行い、 その意見交換会で出た意見

を基にし た、 公園およびコ ミ ュ ニティ スペースのイ メ ージパース・ ゾーニング・ 動線計画・ 施設整

備イ メ ージをと り まと めまし た。

　 令和 5 年度は意見交換会の中で出た公園及びコ ミ ュ ニティ スペースで実施し たい活動内容につい

て、「（ シン） 南の口サポータ ー会議」 を計 5 回行い、 その協議内容を基に、 社会実験イ ベント

「 Enjoy!O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! 」 を開催し 、 来場者や近隣住民へのアンケート も 併せて実施する

こ と で、 公園利用者のニーズを把握し まし た。 今後についてはそのアンケート 結果を考慮し 、 公園

等を利用するにあたっ て具体的に必要と なるイ ンフ ラ （ ト イ レ ・ 水道・ 電気等） 整備についても 検

討し 、 その結果を公園の基本・ 詳細設計に反映し ていき ます。

　 まず社会実験の開催につき企画立案し ていただける地域住民等 ( 以降、 サポータ ー ) を募り まし た。 次に

昨年度の意見交換会で作成し た公園供用開始後のイ メ ージパースの実現可能性の確認、 及び各コ ンテンツを

同時に行う こ と により 、 どのよう な課題が生まれるかを検証するため、 企画コ ンテンツごと に行う のではな

く 、 企画コ ンテンツを同日・ 同会場で行う 手法を提案し まし た。 また開催までの企画や当日の運営はサポー

タ ーが主体と なり 行っ ていまし たが、 東邦レオ（ 株） が行政と 市民の間に入り 意見調整を行う こ と や官民連

携による事業実績、 イ ベント 運営能力・ 経験を活かし 、 サポータ ーの伴走支援を行いまし た。
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“1 つの空間に様々な属性の人が集う ”

客観的な意見
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■開催概要

日時：  第１ 回  令和 5 年 06 月 24 日 ( 土 ) 10:00-12:00　  「 サポータ ー募集！今年度の概要説明」

 第 2 回  令和 5 年 07 月 15 日 ( 土 ) 10:00-12:00　  「 社会実験の企画案を考えよう ！」

 第 3 回  令和 5 年 08 月 13 日 ( 日 ) 10:00-12:00　  「 チームごと に企画案を練ろう ！」

 W S  令和 5 年 09 月 10 日 ( 日 ) 10:00-12:00　  「 O H !SH O W ! タ コ ピッ チ」

 第 4 回  令和 5 年 10 月 07 日 ( 土 ) 10:00-12:00　  「 チームごと に企画を発表し よう ！」

 社会実験  令和 5 年 11 月 25 日 ( 土 ) ー 26 日 ( 日 ) 「 Enjoy! O H !SH O W ! タ コ フ ェ ス ! 」

 第 5 回  令和 5 年 12 月 23 日 ( 土 ) 10:00-12 :00　  「 社会実験の振り 返り 会」

場所：   大庄北生涯学習プラ ザ 1F コ ミ ュ ニティ スペース / 1F 芝生広場 / 3F ホール 

6 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １ ０ 月 １ １ 月 １ ２ 月

【 A 】

サポータ ー

会議

【 B】

市民参加型

ワーク ショ ッ プ

   (OH !SHOW ! タ コ ピッ チ )

【 C】

社会実験

   (Enjoy !O H !SH O W ! タ コ フ ェ ス )

実施準備

実施準備

企画
制作
告知

企画・ 制作・ 告知

実施準備

企画・ 制作・ 告知
市民参加型

事前準備

市民参加型

後片付け

意見のキーワード 化

社会実験に至るまでの経緯・ 概要

■年間スケジュ ール

※W S…市民参加型ワーク ショ ッ プ
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日時： 令和５ 年 5 月 29 日 / 午前 10 時～ 12 時

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課３ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課２ 名、 東邦レ オ４ 名

＜議題＞

１ ． 社会実験のゴール設定の共有と 頭合わせ

 ・ コ アメ ン バーの募集は間口を 広げて多く の人に参加し ても ら う

 ・ 社会実験の実施よ り も 、 プロ セス重視、 地域の関り し ろ 、 実行委員会の自走（ ルール・ 仕組み・ 活動内容） 

　 　 　 　  を 重視し 運営する

 ・ コ アメ ン バーの中から 実行委員のメ ン バーを 発掘する

 ・ 社会実験で地域の意見を 吸い上げ、 イ メ ージパースの図を 実現さ せる

 ・ コ アメ ン バーと いう 名称変更の検討

　  意図： 気軽に参加し ても ら いたいため

　  例）「 新・ 南の口のサポータ ー募集！」 等

２ ． 今後のサポータ ー会議のスケジュ ール

　 　 ＜コ アメ ン バー改めサポータ ー会議＞　 10 時～ 12 時

 【 第１ 回　 ６ 月２ ４ 日（ 土）】 確定

 【 第２ 回　 ７ 月１ ５ 日（ 土）】 確定

 【 第３ 回　 ８ 月１ 3 日（ 日）】 確定

 （ 番外編　 ８ 月１ ９ 日（ 土）） 確定

 ・ こ と はじ めかいぎと のコ ラ ボ（ 社会実験の運営側と し て参画？）

 ＜市民参加型ワーク ショ ッ プ＞

 ９ 月９ 日（ 土） 変更： 9 月 16 日 ( 土 )

 【 第４ 回　 １ ０ 月７ 日】 確定

 【 社会実験　 １ １ 月２ ５ 日】 確定（ 変動あり ）

■第１ 回サポータ ー会議前の打ち合わせ



第１ 回サポータ ー会議
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日時： 令和５ 年 ６ 月 ５ 日 / 午後 １ ３ 時３ ０ 分～１ ５ 時

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

１ ． 第１ 回サポータ ー会議の内容・ 進め方について

 ・ サポータ ー会議の狙い： お互いを 知り 、 機運を 高める

 ・ スケジュ ール

　 　 ①自己紹介

 ・ 自己紹介カ ード を 記入

 ・ 社会実験サポータ ーと し てどう いう 関わり 方を し たいかなど

　 　 ②昨年度の振り 返り

 ・ 協働型公園と は？（ 昨年度の資料）

 ・ ゾーン プラ ン ニン グやイ メ ージパース

 ・ 現在の社会実験企画の共有

　 　 ③勉強会　

 協働型公園と は？

 ・ 一般的な協働型公園

 ・ 都市公園と の違い

 ・ 公園の管理運営と は

 ・ 概念、 ルール決め、 御作法（ 草津川跡地の事例） 等

　 　 ④まと め　

 ・ 宿題： 企画案、 友達紹介

 ・ 次回の案内

２ ． 告知方法について

 ・ チラ シ

 ・ Instag ram

 ・ プレ スリ リ ース

３ ． サポータ ー会議の見える 化

 ・ あおぞら 会議を 実施し てみてはどう か。

日時： 令和５ 年 ６ 月 １ ５ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課５ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

１ ． サポータ ー会議の内容・ 進め方について

 ・ 説明資料は子ども にも 分かる よ う な表現で

 ・ 参加者に（ 都市） 公園の管理内容を 理解し ても ら う 入り 口になる よ う にする

 ・ ク レ ームの対応も ネガティ ブな印象ではなく ポジティ ブな印象の表現に変更する

 ・ 管理運営内容の説明に業務項目→「 人」 にフ ォ ーカ スし て表現する

２ ． 第２ 回サポート 会議チラ シの配布について 

 ・ 三役会・ 常任理事会に配布

■第１ 回サポータ ー会議前の打ち合わせ
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▼当日の様子

▲案内チラ シ

第１ 回意見交換会まと め

　 令和 5 年 6 月 24 日（ 土） 10:00-12:00 に開催し た第１ 回目のサ

ポータ ー会議は、 昨年度の振り 返り 、 今年度予定し ている 社会実験、

スケジュ ールについて参加者の皆さ んにご説明さ せていただき まし

た。 また参加者の皆さ んには全員に向かっ て自己紹介を し ていただ

き 、 サポータ ーと し て「 公園でやり たいこ と 」 を 発表し ていただき

まし た。その後4 ～ 5 人の小グループごと にワーク ショ ッ プ形式で「 社

会実験でチャ レ ン ジし たいこ と 」、「 大庄ら し さ 」

等 を 語り 合い、 こ のまち にあっ たコ ン テン ツ を

議論し まし た。 子供たち の楽し げな声がまち に

多いこ と から 、 子供たち が楽し める 企画案を 進

める こ と で合意。 昨年度のアン ケート を も と に

スポーツ の種目や、 イ ベン ト の企画案が多数出

まし た。



     当日のサポータ ー会議の流れ

　 個人でこ れから 何かし てみたい方、 大勢で何かし てみたい方、 老若男女問わずバラ エティ ー豊かな方々に参加いただき まし た。

コ ン テン ツ を 活かし て賑やかにし たい方や公園を 綺麗に保ち たい方達、 何かし たい方たち を 応援し たいサポータ ーの方まで！

公園づく り を き っ かけに地域のコ ミ ュ ニティ 形成や仲間づく り ができ 、 大庄エリ アが盛り 上がる と 良いですね。

1  グループ

・ 面白いこ と ！

・ 運営や清掃の管理

・ ド ッ グラ ンを中心にマル

　 シェ も 企画し たい！

3  グループ

・ 公園に関わる人のサポー

　 ト がし たい

・ 街角ピアノ

・ イ ベント のイ ンフ ラ 整備

2  グループ

・ みんなが使える公園

・ インクルーシブの視点

・ 音楽の流れる公園

・ ふるさとと思える公園

4  グループ

・ 防災教室

・ みんなが集える公園

・ 地域主導のイベント のサ

　 ポート をしたい！

発行元・ お問い合わせ先
尼崎市大庄地域課 ( 大島 3-9-25 大庄北生涯学習プラ ザ )

電話： 06-6419-8221　 FA X ： 06-6419-8226

2023

7

LETTER01NEWS

♢ 昨年度の振り 返り ♢ 事例紹介 ♢ 自己紹介をする ♢ チームごと に意見交換 ♢ みんなで共有する

　 サポータ ー会議
新し い南の口公園での社会実験に向け活動する 、 メ ン バー会議です。

サポータ ーの皆さ んの社会実験でチャ レンジし たいこ と

グループワーク と 発表

2023 年間スケジュ ール

大庄エリ アの魅力

新し い公園はどんな姿に

なっ たら いいだろう

07/ 15
SAT

第 2 回

08/ 13
SUN

第 3 回

09/ 10
SUN

WS
10/ 07
SAT

第 4 回



第２ 回サポータ ー会議
■第 2 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

日時： 令和５ 年 ６ 月 ２ ９ 日 / 午後 １ ３ 時０ ０ 分～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課５ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

１ ． 第１ 回 6/24 サポータ ー会議の振り 返り

２ ． 第２ 回 7/15 サポータ ー会議について

 ・ プレ イ ベン ト (O H !SHO W ! タ コ ピ ッ チ ) と し て実施

 ・ プラ ザ指定管理者の自主事業である 子ども イ ベン ト と 同時開催を 検討

日時： 令和５ 年 ７ 月 １ ３ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課３ 名、 東邦レ オ２ 名

＜議題＞

１ ． 第２ 回 7/15 サポータ ー会議の内容・ 進め方について

 ①今回の趣旨説明

 ②グループ分け

 　 ・ 候補 　 １ ） イ ベン ト  ２ ） スポーツ  ３ ） 演出（ 音楽・ 照明） ４ ） 運営サポート 　

 ③各自ピ ッ チのフ ォ ーマッ ト に記入し ても ら う

 ④各グループで発表、 ディ スカ ッ ショ ン

 ⑤全体発表

 ⑥今後の流れ

 　 ・ 各グループで分科会のスタ ート アッ プ会議を 開催　 　 　

２ ． 第３ 回 8/13 サポータ ー会議について

 テーマ： コ ミ ュ ニティ スペースで何し よ う ？

 ・ コ ン テン ツ （ 案）： ド ッ グラ ン ・ スケボーパーク ・ キャ ン プ場等
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▲案内チラ シ

第 2 回意見交換会まと め

　 令和 5 年 7 月 15 日（ 土） 10:00-12:00 に開催し た第 2 回目のサ

ポータ ー会議は、 初めに、 地域の方々が管理運営に関わっ ている 香

川県三豊市の 「 父母ヶ 浜海水浴場」 の事例について視察を 行っ た市職

員から 発信・ 共有を 行いまし た。 海水浴場の清掃活動になぜ人が集

まり 、 プラ ッ ト ホーム化し ている 理由等を 説明し まし た。

　 また 9 月に予定さ れていた地域の方が地域の皆さ んに対し てチャ

レ ン ジし たいこ と を プレ ゼン する 市民参加型ワーク ショ ッ プ

「 O H !SH O W !  タ コ ピ ッ チ」 に向けて、 シート の作成と リ ハーサルを

行いまし た。 具体的には「 チャ レ ン ジし たい企画コ ン テン ツ 」「 なぜ

それら を やっ てみたいのか」「 それにかける 想い」 等を グループ内で

発表し あい、 お互いにフ ィ ード バッ ク を 行いまし た。 放課後は暑い

夏を 吹き 飛ばすため、 サポータ ーの皆様と 「 流し そう めん」 を 楽し

みまし た。

▼当日の様子



     当日のサポータ ー会議の流れ

　 個人でこ れから 何かし てみたい方、 大勢で何かし てみたい方、 老若男女問わずバラ エティ ー豊かな方々に参加いただき まし た。

コ ン テン ツ を 活かし て賑やかにし たい方や公園を 綺麗に保ち たい方達、 何かし たい方たち を 応援し たいサポータ ーの方まで！

今回は 9/10( 日 ) に開催する O H !SHO W ! タ コ ピ ッ チ！に向けて個々でプレ ゼン 内容を 考えていただき まし た！

公園づく り を き っ かけに地域のコ ミ ュ ニティ 形成や仲間づく り ができ 、 大庄エリ アが盛り 上がる と 良いですね。

　 9/10( 日 ) 開催のワーク ショ ッ プ「 O H !SHO W ! タ コ ピ ッ チ！」 はひと り 2 分で ( 新 ) 南の口公園の社会実験でこ んなこ と やっ

てみたい！やアイ デア・ 企画にかける 熱い想いを 発表し ていただき ます。 今回参加いただいたみなさ まにはピ ッ チ（ 短いプレ ゼ

ン のこ と ） のリ ハーサルを し ていただき まし た！ 9/10( 日 ) に参加いただける 方も 大募集中です！

　 サポータ ー会議終了後は、 プラ ザで開催し ていた流し そう

めんイ ベン ト に参加さ せていただき まし た！会議の中では話

せない雑談なら ではのアイ デアが生まれ、 早速次回のサポー

タ ー会議で開催さ れます！

発行元・ お問い合わせ先
尼崎市大庄地域課 ( 大島 3-9-25 大庄北生涯学習プラ ザ )

電話： 06-6419-8221　 FA X ： 06-6419-8226

LETTER02NEWS

♢ 前回の振り 返り ♢ 他拠点の運営紹介 ♢ 自己紹介をする ♢ チームごと に意見交換 ♢ みんなで流し そう めん

　 サポータ ー会議
新し い南の口公園での社会実験に向け活動する 、 メ ン バー会議です。

サポータ ーの皆さ んの社会実験でチャ レンジし たいこ と

グループワーク の様子

2023 年間スケジュ ール

私はあんなこ と や

こ んなこ と やっ てみたい

想いを聞いてほし い

2023

07/ 15
SAT

第 2 回

08/ 13
SUN

第 3 回

09/ 10
SUN

WS
10/ 07
SAT

第 4 回

放課後　 流し そう めん

10
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第 3 回サポータ ー会議
■第 3 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

日時： 令和５ 年 ７ 月 ２ ０ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

１ ． 第２ 回 7/15 サポータ ー会議の振り 返り

　 　 〇社会実験の分科会チーム分けについて（ 案）

 ・ スポーツ 　  担当： 中島（ 大庄地域課）

 ・ イ ベン ト 　  担当： 平岡（ 東邦レ オ）

 ・ 演出　  担当： 城後（ 大庄地域課）

 ・ 運営サポート  担当： 程塚、 新川（ 東邦レ オ）

 ※グループごと に LIN E のグループチャ ッ ト を 作成し 、 社会実験に向けて進めていく

２ ． 第３ 回 8/13 サポータ ー会議の内容・ 進め方について 

 ・ 地域の方から のアイ デアを 基にサポータ ー会議後にウォ ータ ーバト ルを 実施

 ・ ウォ ータ ーバト ルを 開催する こ と で、 子ども たち に協働型公園を 知っ ても ら う 機会にする

日時： 令和５ 年 ８ 月 ３ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課３ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

１ ． 第３ 回 8/13 サポータ ー会議の内容・ 進め方について

　 　 ◯サポータ ー会議

　 　 　 ①社会実験の分科会チーム分けについて（ 変更あり ）

 ・ スポーツ 　 担当： 中島（ 大庄地域課）

 ・ イ ベン ト 　 担当： 平岡（ 東邦レ オ）

 ・ 演出　 担当： 城後・ 武野（ 大庄地域課）

 ・ 運営　 担当： 程塚（ 東邦レ オ）

　 　 　 ②会場のゾーニン グについて

 ・ イ メ ージパースを 基に検討

 ・ フ ッ ト サル、 バスケッ ト ボールなど（ 特にスポーツ 系・ イ ベン ト 系） を 実施する にあたり 、 安全面を 考慮し

　 　 　 　  て整地する こ と も 検討

　 　 　 ③仮設のイ ン フ ラ 設備も 検討

　 　 ◯ウォ ータ ーバト ル（ 案）

 ・ 暑さ 対策と 安全面について検討
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第 3 回サポータ ー会議
■第 3 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

日時： 令和５ 年 ８ 月 １ ０ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課３ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

１ ． 第３ 回 8/13 サポータ ー会議について

 ・ 台風接近のため、 第 3 回サポータ ー会議の開催の有無の判断について

 　（ 13 日の朝 7 時時点で警報がでたら 延期と 決定）

 ・ 9 月 10 日「 O H !SH O W ! タ コ ピ ッ チ」 に尼崎市長が来場予定

日時： 令和５ 年 ８ 月 １ ７ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ２ 名

＜議題＞

１ ． 各分科会の振り 返り について

 ・ 各チーム内で社会実験の目的を 再度共有し 、 全員が同じ 方向を 向く よ う にする

 ・ 企画（ コ ン テン ツ ） を 早急に決める （ 実施可能、 不可の判断を する ため）

 ・ 社会実験当日までの工程表を 作成し 、 各チームで進めていく

２ ． こ と はじ め会議の内容について　 ( 案 )

　 　 テーマ：「 新し い公園でやっ てみたいこ と 」

 ①各自己紹介

 ②テーマについて各グループでディ スカ ッ ショ ン

 ③各グループ発表



▲案内チラ シ

第 3 回意見交換会まと め

　 令和 5 年 8 月 13 日 ( 日 ) 10:00-12:00 に開催し た第 3 回目のサポータ ー

会議は、 サポータ ーのチャ レンジし たいこ と を３ チームにグルーピングし 各

部会の組成を行いまし た。 チームは [ イ ベント ][ スポーツ ][ 運営サポート ]

の３ チームに分かれ、 それぞれのチームで社会実験に向けて企画コ ンテンツ

を 並べ、 それぞれに優先順位を つけまし た。 11 月の開催までに自分たちの

最大限のパフ ォ ーマンスを 発揮でき るよう に必要なも のや、 イ ンフ ラ を 書き

出し 整理し まし た。具体的なコ ンテンツを どう 実現するかを 考えたイ ベント ・

スポーツに対し 、 運営するにあたり 気を つけるこ と や安全管理、 必要なイ ン

フ ラ 整備などを 考えた運営サポート 。 各チームごと に話す内容は変わり ます

が「 社会実験を 成功するため」 に一丸と なっ て進めていただき まし た。

　 放課後は地域の子供たちから 意見があっ た水鉄砲バト ルを 開催し まし た。

「 大庄ウォ ータ ーバト ル」 と 題し たイ ベント は大盛り 上がり で、 第２ 回を 開

催するこ と になり まし た。
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▼当日の様子



     当日のサポータ ー会議の流れ

　 個人でこ れから 何かし てみたい方、 大勢で何かし てみたい方、 老若男女問わずバラ エティ ー豊かな方々に参加いただき まし た。

コ ン テン ツ を 活かし て賑やかにし たい方や公園を 綺麗に保ち たい方、 何かし たい方を 応援し たいサポータ ーの方まで！

今回は 11 月に開催する 社会実験に向けてチームごと に企画コ ン テン ツ や準備物等の実施に必要な具体的な会話を し まし た。

公園づく り を き っ かけに地域のコ ミ ュ ニティ 形成や仲間づく り ができ 、 大庄エリ アが盛り 上がる と 良いですね。

「 イ ベン ト 」「 スポーツ 」「 運営サポート 」

の 3 つのグループに別れてディ スカ ッ

ショ ン を 行いまし た。 具体的なコ ン テン

ツ を どう 実現する かを 考えたイ ベン ト ・

スポーツ に対し 、 運営する にあたり 気を

つける こ と や安全管理、 必要なイ ン フ ラ

整備などを 考えた運営サポート 。 各チー

ムごと に話す内容は変わり ますが皆さ ん

「 社会実験を 成功する ため」 に一丸と なっ

て進めており 、 こ れから どんどん議論も

加速し 今後がと ても 楽し みです。

　 サポータ ー会議終了後は、 大庄西中学校跡地で地域立案の

ウォ ータ ーバト ル（ 水鉄砲合戦） を 開催し まし た！お盆の暑

さ を 吹き 飛ばす水鉄砲合戦はすご い盛り 上がり で 9/10 の

タ コ ピ ッ チの後にも 開催する こ と になり まし た！

発行元・ お問い合わせ先
尼崎市大庄地域課 ( 大島 3-9-25 大庄北生涯学習プラ ザ )

電話： 06-6419-8221　 FAX ： 06-6419-8226

2023
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LETTER03NEWS

♢ 前回の振り 返り ♢ 自己紹介と チーム分け ♢ チームディ スカ ッ ショ ン ♢ チームごと に発表 ♢ ウォ ータ ーバト ル！

　 サポータ ー会議
新し い南の口公園での社会実験に向け活動する 、 メ ン バー会議です。

チームごと の社会実験でチャ レンジし たいこ と

2023

グループワーク の様子

2023 年間スケジュ ール

具体的にやるには

どう し たら いいだろう ？

こ んな方法も あるかな？！

07/ 15
SAT

第 2 回

08/ 13
SUN

第 3 回

09/ 10
SUN

WS
10/ 07
SAT

第 4 回

放課後　 大庄ウォ ータ ーバト ル！



市民参加型ワーク ショ ッ プ [O H !SH O W ! タ コ ピッ チ ]
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■開催概要

■告知期間

　 社会実験に向けたサポータ ー会議を重ねていく 中で、 プロセスが地域に浸透し ていないと いう 課

題の解決と サポータ ーの皆様にフ ァ ンがつく よう にと いう 想いを込め、 地域の方が地域に対し て社

会実験でチャ レ ンジし たいこ と をプレ ゼンする「 O H ! SH O W ! タ コ ピッ チ」 を令和 5 年 9 月 10 日

( 日 ) に開催し まし た。

　 同時に地域の方から 意見があっ たオリ ジナル T シャ ツの作成と その T シャ ツのペイ ント イ ベン

ト も 開催し まし た。 ペイ ント イ ベント は地域の方が自主的に企画・ 当日運営を行い、 社会実験に向

け、 気運が高まり まし た。

　 社会実験に向けた取り 組みを知ら ない地域の方にも 参加し ていただき

たかっ たため、 地域の回覧板のみなら ず、 近隣小学校へも 開催の

１ ヶ 月前にチラ シを配布し 参加者を募り まし た。

　 サポータ ー会議のチラ シデザイ ンと は違い、 楽し げな雰囲気を全面に

押し 出し 、 子供たちの参加を促すよう に工夫し まし た。

日時： 令和 5 年 09 月 10 日 ( 日 ) 10:00-12:00

場所： 大庄北生涯学習プラ ザ １ F 芝生広場



市民参加型ワーク ショ ッ プ [O H ! SH O W ! タ コ ピッ チ ]
■市民参加型ワーク ショ ッ プ O H ! SH O W ! タ コ ピッ チ前の打ち合わせ

日時： 令和５ 年 ６ 月 ２ ９ 日 / 午後 １ ３ 時０ ０ 分～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課５ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

1． タ コ ピ ッ チの概要（ 案）

 ・ 発表者に「 やっ てみたいコ ト 」「 なぜそれを やっ てみたいか」「 それにかける 想い」

　  　 ＋紹介者の名前を 検討

 ・ 会場： １ F の芝生を 検討

 ・ プラ ザのイ ン スタ ラ イ ブで配信検討

日時： 令和５ 年 ７ 月 １ ３ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課３ 名、 東邦レ オ２ 名

＜議題＞

1． タ コ ピ ッ チの内容・ 進め方について（ 案）

 ①時間　 ピ ッ チ（ 発表）： 2 分

 ②9 月 10 日（ 日） 実施確定

日時： 令和５ 年 ７ 月 ２ ０ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

1． 9/10 タ コ ピ ッ チの告知方法について

 ・ 成文小学校にチラ シを 配る （ 子ども たち の意見も 反映さ せる こ と が狙い）

日時： 令和５ 年 ８ 月 ３ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課３ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

1． 9/10 タ コ ピ ッ チについて

 ・ 告知物の詳細（ ピ ッ チについて） は、 内容等分かり やすく 記載する

 ・ 地域の方から のアイ デアで、 T シャ ツ にペイ ン ト を する ワーク ショ ッ プも 検討中

日時： 令和５ 年 ８ 月 ３ １ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分
場所： 会議室１
出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名
＜議題＞
１ ． 9/10 タ コ ピ ッ チの進め方について 
 ・ 会場： コ ミ ュ ニティ スペース前の芝生で開催

日時： 令和５ 年 ９ 月 ７ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分
場所： 会議室１
出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名
＜議題＞
１ ． 9/10 タ コ ピ ッ チリ ハーサル
 ・ 現地にてレ イ アウト ・ スケジュ ール等の全体確認
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市民参加型ワーク ショ ッ プ [O H ! SH O W ! タ コ ピッ チ ]
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■タ コ ピッ チについて
　 以下第２ 回サポータ ー会議スラ イ ド 抜粋



市民参加型ワーク ショ ッ プ [O H ! SH O W ! タ コ ピッ チ ]
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■告知物・ 制作物

▲案内チラ シ・ ポスタ ー

◀ タ コ ピッ チスタ ンプ

▲タ コ ピッ チ T シャ ツ

■

※オーディ エン ス： 当日参加者・ サポータ ーメ ン バー・ 地域住民等



市民参加型ワーク ショ ッ プ [O H ! SH O W ! タ コ ピッ チ ]

■当日の様子
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動画は限定公開で 公開中！

Y o u tu b e U RL  ▷  h ttp s: //y ou tu . b e/-rsd aT 2 x sQ g ?si =24 iX -C9V M RN X X v A E

▲Y outube はこ ちら ▲

https://youtu.be/-rsdaT2xsQg?si=24iX-C9VMRNXXvAE


第 4 回サポータ ー会議
■第 4 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

日時： 令和５ 年 ８ 月 ３ １ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

1. 分科会の進捗共有について

 ・ 11 月 25 日・ 26 日の社会実験まで時間がない中で実現可能性を 見据え、 チーム内で話し 合う 必要あり 。

 ・ 地域の方よ り 、 地域課・ 公園計画、 維持課・ レ オの関わり 方を 教えて欲し いと 依頼あり

 ・ サポータ ーメ ン バーの身内イ ベン ト になら ないよ う に気を 付ける 必要あり

 ・ 安全面、 騒音、 イ ン フ ラ 設備については引き 続き 要検討

日時： 令和５ 年 ９ 月 ７ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

1． 11/25、 26 社会実験について

 ・ イ ン フ ラ 設備の考え方について（ 電源、 ト イ レ 、 水周り 等） は確定

 ・ ド ッ グラ ン の設備は要検討

 ・ アスレ チッ ク 指導者確定

 ・ 運営組織体制を 決める

 ・ 駐車場、 駐輪場を 設ける か要検討

 ・ 社会実験名称変更　 一般参加者に分かる よ う に

日時： 令和５ 年 ９ 月 １ ４ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課２ 名、 東邦レ オ３ 名

＜議題＞

１ . 各分科会の進捗

　 　 ◯イ ベン ト チーム

 ・ コ ン テン ツ ： 音楽、 ド ッ グラ ン 、 キッ チン カ ー・ マルシェ

　 　 　 ●音楽チーム

 テーマ： 演者が楽し むのではなく 、 公園全体を 盛り 上げる 演出

 ・ 近隣中学校や高校の吹奏楽部にオフ ァ ーを 検討

　 　 　 ●ド ッ グラ ン チーム

 ・ 26 日の午後のみ開催

 ・ 柵の設置について要検討

　 　 　 ●キッ チン カ ー・ マルシェ チーム

 テーマ：「 ひと く ち サイ ズで楽し むグルメ フ ェ ス」

 ・ 出店者候補を リ スト アッ プ

　 　 ◯スポーツ チーム

 ・ コ ン テン ツ ： フ ッ ト サル、 バスケッ ト ボール、 アスレ チッ ク で確定
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第 4 回サポータ ー会議
■第 4 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

日時： 令和５ 年 ９ 月 ２ １ 日 / 午後 １ ３ 時～１ ４ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課３ 名、 東邦レ オ２ 名

＜議題＞

１ ． 第４ 回 10/7 サポータ ー会議の内容と 進め方について ( スラ イ ド 共有 )

２ . 各部会の進捗について

 ・ スポーツ 部会、 イ ベン ト 部会の事前予約制の募集方法について地域課で検討

 ・ 整地： ①消防局によ る 整地　 　 ②公園部局によ る 盛土実施

 ・ 駐車場は設けない。 出店者の搬入のみプラ ザの駐車場利用可能

３ ． 防災キャ ン プについて

 実施： 12 月 9 日（ 土） に決定。 東邦レ オは焼き マシュ マロ を セッ ティ ン グ

日時： 令和５ 年 ９ 月 ２ ８ 日 / 午後 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ２ 名

＜議題＞

１ ． 第４ 回 10/7 サポータ ー会議の内容と 進め方について ( スラ イ ド 共有 )

２ . 各部会の進捗について

 ・ [ 課題 ] 各部会で内容を 詰めている が、 全体に共有ができ ていない

日時： 令和５ 年 １ ０ 月 ５ 日 / 午後 １ ３ 時３ ０ ～１ ５ 時０ ０ 分

場所： 会議室１

出席者： 尼崎市大庄地域課３ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ２ 名

＜議題＞

１ ． 10/7 サポータ ー会議（ スラ イ ド 共有）

２ ． 11/25、 26 タ コ フ ェ スの内容、 進め方について

　 　 ◯アン ケート 調査方法（ 今後のルールブッ ク の参考と する ）

 ・ パネルに回答する 方式（ カ テゴリ ー分けし た質問事項にシールを 貼っ ても ら う スタ イ ル）

 ・ スタ ン プラ リ ーも 検討
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▼当日の様子

第 4 回意見交換会まと め

　 令和 5 年 10 月 07 日（ 土） 10:00-12:00 に開催し た第 4 回目のサ

ポータ ー会議は、 [ イ ベント ][ スポーツ ][ 運営サポート ] の各部会ごと

に進めている企画について、 チームごと にディ スカ ッ ショ ンを行いサポー

タ ーへ共有し まし た。

　 企画は、 アイ デアだけではなく 、 日程・ タ イ ムスケジュ ール・ 会場レ イ ア

ウト を想像し ながら ディ スカ ッ ショ ンし 、当日のイ メ ージを 膨ら ませまし た。

■企画コ ンテンツ

[ イ ベント ] ド ッ グラ ン、 マルシェ ・ キッ チンカ ー、 音楽イ ベント

[ スポーツ ] アスレ チッ ク 、 フ ッ ト サル、 バスケッ ト ボール、 グラ ウンド ゴ

ルフ 、 ペタ ンク

[ 運営サポート ] 運営本部、 場内巡回、 駐輪場サポート 、 設営サポート

▲先行し た社会実験の案内チラ シ
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■第４ 回で決定し たスケジュ ール

T I M E  T A B L E11/ 2 5  S A T

10 : 0 0

11 : 0 0

12 : 0 0

13 : 0 0

14 : 0 0

15 : 0 0

16 : 0 0

17 : 0 0

遊び アク ティ ビティ レク リ エーショ ン コ ミ ュ ニティ

アスレチッ ク バスケッ ト ボール

マルシェ 音楽

イ ベント

フ ッ ト サル教室

第 4 回サポータ ー会議



-24-

■第４ 回で決定し たスケジュ ール

T I M E  T A B L E11/ 2 6  S U N

10 : 0 0

11 : 0 0

12 : 0 0

13 : 0 0

14 : 0 0

15 : 0 0

16 : 0 0

17 : 0 0

遊び アク ティ ビティ レク リ エーショ ン コ ミ ュ ニティ

マルシェ

音楽

イ ベント

アスレチッ ク 教室

中学年

アスレチッ ク 教室

低学年

アスレチッ ク 教室

高学年

バスケッ ト ボール

グラ ウンド ゴルフ

ペタ ンク

ド ッ グラ ン

第 4 回サポータ ー会議
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■社会実験のレ イ アウト 案

第 4 回サポータ ー会議
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■イ ベント 部会の議事録まと め

■イ ベント 部会開催回数： 11 回

　 各参加者によ っ てイ ベン ト 部会内で行いたい内容が違う ため、 イ ベン ト 部会でも 部会を 細分化し 、 それぞれで打ち 合

わせし 、 進めた方がいいと の意見がサポータ ーから なさ れ、「 ド ッ グラ ン 」「 音楽イ ベン ト 」「 飲食（ マルシェ ）」 の３ つ

のグループにわけ、 それぞれ案を 持ち 寄る こ と と なっ た。

メ ン バー

ド ッ グラ ン ： 大杉（ リ ーダー）、 假屋、 岡嶋、 三島

音楽イ ベン ト ： 村瀬（ リ ーダー）、 一杉、 吉川

マルシェ ： 大杉（ リ ーダー）、 村瀬、 木島

●ド ッ グラ ン  

 ・ 26 日 ( 日 ) の午後開催。 周囲の柵は今後の検討と する 。（ 柵の高さ は 1,500ｍｍ、 フ ッ ト サルと 共用）

 ・ 広さ は４ ０ m×２ ０ m と し 、 時間で小型犬・ 大型犬を 分け、 開催する 。

 ・ 当日受付制と し 、 受付ではワク チン 接種証の提示を 必須と する 。 公園の周辺の人に気軽に来てほし いため予 

 約制を 取ら ないこ と と する 。

 ・ 当日受付は 3 名体制と し 、 開催中は柵の周辺に 5 名ほどの応援を よ び、 脱走等の有事に備えて待機する 。

●音楽イ ベン ト

 ・ 当該土地に関し ては音が抜ける こ と が想定さ れる ため、 音量については少し ずつ上げていく よ う な対応が必

 要ではないか。

 ・ スケジュ ール案と 演奏項目等の共有があっ たが、 その他サポータ ーよ り 演者が楽し むのではなく 、 公園全体

 を 盛り 上げる 演出と いう 点で再検討。⇨「 子供が楽し める よ う な音楽」 を BGM のよ う な形で流すのはどう かと

 いう よ う な提案があり 、 出演者目線でなく 、 イ ベン ト 参加者等が楽し める よ う な音楽イ ベン ト を 目指す。

 ・ 場所： 憩いレ ク リ エーショ ン ゾーン （ 公園中央付近）

 ・ 運営： 基本的には１ ５ 分演奏し た後に、 ステージ交代の準備時間と し て 15 分程度空ける こ と で決定。

 ・ 楽器や機材に関し ては全て持ち 込み制で行う 。

 ・ 合計 13 組の出演者が決定し た。

●マルシェ

 ・ 1 店舗のエリ ア面積は 2.5ｍ×2.5ｍと し 、 1 日３ ０ 店舗を 上限と する 。

 ・ 電気・ 備品・ 全て各出店者で用意する 。 売上保証金は設定なし と し 、 出店料も なし と する 。

 ・ 最初に話し ていたキッ チン カ ー３ 店舗は、 他のイ ベン ト に出店のため断念する 。

 ・ 出店者説明会を 開催し 、 メ ニュ ーの詳細確認と 飲食店は消防・ 検便等の手続案内を する 。

第 4 回サポータ ー会議
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■スポーツ部会の議事録まと め

■スポーツ部会開催回数： 10 回

メ ン バー

バスケッ ト ボール： 稲富 ( ラ ガール )、 正坂（ はら ク リ ニッ ク ）

アスレ チッ ク ： 砂場 ( 照屋設備工業 )

フ ッ ト サル： 假屋、 岡嶋、 丹羽

グラ ウン ド ゴルフ ： 武居

ペタ ン ク ： 横路

●バスケッ ト ボール 

 ・ １ １ 月２ ５ 日（ 土）・ ２ ６ 日（ 日）　 10 時～１ ６ 時の開催

 ・ バスケッ ト ゴールを 所持し ている 方にお声がけを し て集める 。

 ・ バスケッ ト コ ート を レ ン タ ル予定だっ たが、 業者と の現地打ち 合わせで屋外設置不可のため断念。⇨ ミ ニゲー 

 ム要予約制と し 、 当日運営を 行う 。

 ・ 各日１ ０ ０ 人の「 予約制」

 ・ ミ ニゲーム： ド リ ブルリ レ ー、 ボール送り ゲーム ( 空き 時間はシュ ート 練習タ イ ム )

　  ・ ３ 面コ ート を 想定（ １ ゴールを レ ン タ ルで準備、 １ ゴールを 地域から 借用予定、 １ ゴールは幼児用のゴール 

 を 購入済。）

 ・ バスケッ ト ボール（ ５ 号球） １ ０ コ 購入予定

●アスレ チッ ク

 ・ １ １ 月２ ５ 日（ 土）・ ２ ６ 日（ 日）　 10 時～１ ６ 時の開催

 ・ ２ ５ 日（ 土）： フ リ ー、 ２ ６ 日（ 日）： アスレ チッ ク 教室（ 要予約）

 ・ ２ ６ 日（ 日） 60 人の予約制と する 。 午前２ ０ 人 ×１ 回転＝２ ０ 人　 午後２ ０ 人 ×２ 回転＝４ ０ 人

 ・ アスレ チッ ク の競技を 教える 人を 知っ ている （ 平岡氏） ので、 砂場さ んに紹介する 。

 ・ 跳び箱、 マッ ト など（ スポーツ 振興事業団に１ １ 月２ ４ 日借用）

●フ ッ ト サル

 ・ １ １ 月２ ５ 日（ 土）　 １ ０ 時～１ ６ 時の開催

 ・ ６ ０ 人の「 予約制」 と する 。

　 　  　 午前１ ０ 人（ ５ 対５ ） ×３ 区分（ 未就学・ 低学年・ 高学年）＝３ ０ 人

　 　  　 午後１ ０ 人（ ５ 対５ ） ×３ 区分（ 未就学・ 低学年・ 高学年）＝３ ０ 人

　  ・ ゴールポスト （ スポーツ 振興事業団に１ １ 月２ ４ 日借用）

　  ・ ボール（ １ ０ コ ）（ スポーツ 振興事業団に１ １ 月２ ４ 日借用）

 ・ 運営、 その他必要備品の準備は「 サッ カ ー協会」 が行う 。

●グラ ウン ド ゴルフ

 ・ １ １ 月２ ６ 日（ 日） 午前中の開催

 ・ ３ ０ 人の「 予約制」 と する 。

　 　  ２ ５ ｍコ ース　 ５ 人　 １ ５ ｍコ ース　 ５ 人

　  １ ０ 人 ×３ 回転＝３ ０ 人

 ・ 参加者の対象は小学生以上

 ・ ひと り ５ 打までと する 。（ き り がなく なる ため）

 ・ グラ ン ド ゴルフ 備品一式（ 社協に１ １ 月２ ４ 日借用）

●ペタ ン ク

 ・ １ １ 月２ ６ 日（ 日） 午前中の開催

 ・ ３ ６ 人の「 予約制」 と する 。

　  ６ 人 ×３ 回転 ×２ か所＝３ ６ 人

　  ・ 参加者の対象は小学生以上

　  ・ ペタ ン ク 備品一式（ 横路さ ん・ 高寺さ んに借用）

第 4 回サポータ ー会議
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■運営サポート 部会の議事録まと め

■運営サポート 部会開催回数： 4 回

メ ン バー

青山・ 大原・ 下元・ 田中・ 橋本・ 増本・ 木村

●駐輪場について

 ・ 自転車は斜めに置く こ と で転倒防止

 ・ 除草と 整地の必要がある のでは。→そのままの状態で問題がなさ そう と 現地確認後決定。

 ・ 緊急車両の幅員を 確保し て、 駐輪場の場所を 決定。

●マルシェ について

 ・ 風が強い旨を マルシェ 出展者に今一度伝える

 ・ 事前に風が強いと わかっ ている と き はテン ト を 外すと いう 判断も 必要

 ・ テン ト が飛ばないアド バイ スを する 必要がある （ 杭を う つ等）

 →問題点について上記懸念事項を イ ベン ト 部会で考えても ら う

●救護について

 ・ 初期対応を 本部で迅速に行う こ と で、 ク レ ームを 減ら す。

●ゴミ について

 ・ 会場全体にゴミ 箱は設置し ない

　 　  ・ 飲食を 行う ため、 飲食スペースには簡易のゴミ スペースを 作る （ 段ボールにゴミ 袋を つける など）

第 4 回サポータ ー会議



■開催概要

　 第 3 回サポータ ー会議（ 8 月 13 日開催） から 各サポータ ー部会（ イ ベント・ スポーツ・ 運営サポー

ト ） に分かれ、 具体的なイ ベント 内容や配置レ イ アウト 、 運営タ イ ムスケジュ ール等の協議を行っ

てき まし た。 各サポータ ー部会で協議し た内容を第 4 回サポータ ー会議で全体共有を行い、 開催直

前には最終確認打ち合わせや会場周辺へのポスタ ー掲示等を行いまし た。 そし て当日 11 月 25 日・

26 日の 2 日間で社会実験（ Enjoy!O H !SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ） を行い、 当日来場者は 2 日間で

約 2,500 人になり まし た。

　 また、 当日来場者や近隣住民へのアンケート も 併せて実施するこ と で、 社会実験の目的である公

園供用開始後の課題把握や公園利用者のニーズ把握を行う こ と ができ まし た。

■告知期間・ スケジュ ール

日時：  令和 5 年 11 月 25 日 ( 土 ) 10:00-16:00

 令和 5 年 11 月 26 日 ( 日 ) 10:00-16:00

場所： 大庄西中学校跡地 ( 大庄北生涯学習プラ ザ隣 )

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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9 月8 月

サポータ ー部会

・ 第３ 回サポータ ー会議 ・ 市民参加型

　 ワーク ショ ッ プ

・ 告知チラ シ配布

・ 大庄三役会

・ 常任理事会

・ 第 4 回サポータ ー会議

・ アンケート 調査

・ 振り 返り 会

・ 11 月中旬より

　 ステージ設営

　 柵の設置

　 テント 杭設置

　 スタ ーテント 設置

・ 最終確認打合せ

・ 25 日 26 日、 本番

10 月 11 月 12 月



社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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事前告知物 チラ シ・ ポスタ ー



事前告知物 パンフ レ ッ ト

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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事前告知物 Instag ram 投稿画像

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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●ド ッ グラ ン

●マルシェ

●バスケッ ト ボール

●音楽イ ベント



事前告知物 Instag ram 投稿画像

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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●ペタ ンク

●グラ ウンド ゴルフ

●フ ッ ト サル

●アスレ チッ ク



事前告知物 Instag ram 投稿画像

事前告知物 アスレ チッ ク 募集チラ シ

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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●ク イ ズラ リ ー



スタ ッ フ ユニフ ォ ーム

ク イ ズラ リ ー・ キーホルダー

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]

-35-

●レ ガシーキーホルダー
　 南の口公園内にある たこ 遊具を キーホルダーにし 、 地域の子供たち にク イ ズラ リ ーの参加賞と し てお渡し し まし た。

　 ２ 日間で限定 200 個でし たが両日と も すぐ に配布完了し まし た。

▲会場内に設置し たク イ ズラ リ ー



各ブースの様子

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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●ド ッ グラ ン

●音楽イ ベント

●マルシェ

●バスケッ ト ボール

●アスレ チッ ク



各ブースの様子

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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●フ ッ ト サル

●ペタ ンク

●グラ ウンド ゴルフ

●ク イ ズラ リ ー

●シールアンケート



当日の様子 ( 動画 ) 尼崎市公式ホームページ

動画は尼崎市公式チ ャ ン ネルで 公開中！

Y ou tu b e U RL  ▷ h ttp s: //y ou tu .b e/f0 I eSkF8EiE 

▲Y outube はこ ちら ▲

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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●サムネイ ル

https://youtu.be/f0IeSkF8EiE


来場者数

サポータ ーから の振り 返り ポイ ント

2 日間合計： 約 2,500 人

社会実験 [Enjoy! O H ! SH O W ! タ コ フ ェ ス ! ]
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アンケート まと め

■開催日時

【 来場者アンケート 】

 ・ 令和 5 年 11 月 25 日 ( 土 ) ー 26 日 ( 日 )10:00-16:00  社会実験会場内

【 周辺住民アンケート 】

 ・ 令和 5 年 11 月 27 日 ( 月 ) ー令和 5 年 12 月 04 日 ( 月 )  大庄西中学校跡地周辺

 報告書 64 ページを参照

■実施目的

■アンケート から 得ら れたも の

▼以降アンケート 質問・ 結果

　 協働型公園の供用開始に向け、 公園供用開始後の課題把握や公園利用者のニーズ把握を行う ため、 当日来

場者や周辺住民に向けアンケート を実施し 、 その結果を来年度から スタ ート する設計業務へ反映し ていく こ

と を目的と し まし た。

　 主に公園の日常利用と イ ベント 利用についてアンケート の内容を構成し 、 地域の幅広い年代の方から 意見

を集約し まし た。

　 また、 子供たちから のアンケート 集約は難し いこ と が想定さ れていたため、 東邦レオ ( 株 ) が大きなアン

ケート ボード を持ち会場内にて来場者と コ ミ ュ ニケーショ ンをと り ながら 収集し まし た。
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アンケート まと め [ 来場者アンケート ]
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アンケート まと め [ 来場者アンケート ]
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アンケート まと め [ 来場者アンケート ]
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アンケート まと め [ 来場者アンケート ]
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自由記述

ド ッ グラ ンの定期開催、 近隣住民がサッ カ ーなど子供、 大人と も に遊ぶこ と ができ る施設、 現タ コ 公園の植物を 活

用し た木陰のある公園希望、 薪の煙で洗濯物が臭く なり 、 音も う るさ く 迷惑です。



アンケート まと め [ 来場者アンケート ]

-45-

自由記述

テーブルが高く て子ども が食べにく かっ た、 たこ 焼き の値段が高く 個数が少なかっ た、 砂利道が多く てベビーカ ー

微妙でし た、 空き が目立っ たのでも っ と アピール



アンケート まと め [ 来場者アンケート ]
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アンケート まと め [ 来場者アンケート ]
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アンケート まと め [ シールアンケート ]

-48-



アンケート まと め [ シールアンケート ]
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アンケート まと め [ シールアンケート ]
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アンケート まと め [ シールアンケート ]
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アンケート まと め [ 周辺住民アンケート ]
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アンケート まと め [ 周辺住民アンケート ]
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アンケート まと め [ 周辺住民アンケート ]
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アンケート まと め [ 周辺住民アンケート ]
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アンケート まと め [ 周辺住民アンケート ]
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アンケート まと め [ 周辺住民アンケート ]
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第５ 回サポータ ー会議
■第 5 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

日時： 令和５ 年 １ １ 月 ３ ０ 日 / 午後　 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分
場所： 会議室１
出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課２ 名、 東邦レ オ３ 名
＜議題＞
１ ． タ コ フ ェ スの振り 返り
 ・ 出店者、 参加者へ今回の趣旨（ 社会実験について） の理解度を 深める 必要があっ た
 ・ 近隣住人のヒ アリ ン グ
 ・ 収支報告
 ・ アン ケート 結果
 ・ 公園のルールづく り に反映する 意見が必要
２ ． 各部会の振り 返り の議題について
 ・ 振り 返り の目的： ルールづく り の基になる よ う な意見交換の場にする
 ・ 感想、 良かっ た点、 課題点などについて話し 合う
 ・ 特に課題点については改善の余地がある かないかも 重要

日時： 令和５ 年 １ ２ 月１ ３ 日 / 午後　 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分
場所： 会議室１
出席者： 尼崎市大庄地域課４ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課４ 名、 東邦レ オ３ 名
＜議題＞
１ ． 各部会振り 返り の報告
◯スポーツ 部会
　 　 ＊フ ッ ト サル
 ユニフ ォ ーム着用でそれ以外の人が参加し にく い雰囲気を 出し た印象
 ゴール設置に時間がかかっ た。 事前に組み立てておく べき だっ た
 自分たち でイ ベン ト を 計画実施でき た点が自信になっ た
　 　 ＊アスレ チッ ク
 動線に改善の余地あり （ 横から 割り 込み等）
 当日参加希望者にも 参加し ても ら えた
 学年で参加を 分けず、 難易度で分ける ほう が良い
　 　 ＊グラ ン ド ゴルフ ・ ペタ ン グ
 子供の参加者が目立っ た
　 　 ＊バスケッ ト ボール
　  参加者数から ニーズが高いと 実感。
 ゴール高さ は学年で変える 必要がある
　 　 ＊全体
　 　  ト ラ ロ ープは進入禁止と 認識し にく い
　  早く から 周知し たほう が良かっ た (1 ヶ 月前 )
　  ボラ ン ティ アの募り 方が難し い
　  （ イ ベン ト 開催趣旨、 現地運営ルールの事前と 当日の周知、 人員確保）
　  参加者の動線ルールの徹底（ 張り 紙し ても プラ ザ職員の専用口を 使う 人がいた）
　  9 時以降の車の出入り が発生し ていた
　  アルコ ール販売は禁止し たほう がいいと いう 意見も ある （ 反対意見も ある ）
　  職員間の情報共有不足

◯イ ベン ト 部会
　 　 ＊ド ッ グラ ン
　 　［ 良かっ た点］
　  いろ んなこ と ができ る こ と について理解でき た
　  来場者が多数あっ た
　  新たな出店希望があっ た
　  天気が良かっ た
 敷地が広く スペースが十分確保でき た
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第５ 回サポータ ー会議
■第 5 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

◯イ ベン ト 部会
　 　 ＊ド ッ グラ ン
　 　［ 課題（ 協働型公園供用開始時点）］
 マルシェ の店舗数は増加の可能性がある （ 売り 切れ続出）
 告知期間がと れなかっ た
 アン ケート は簡単にし たい
 設備面（ 柵） 複数頭の脱走があっ た
 見栄えのク オリ ティ を 高める 必要がある
　 　［ その他］
　  次回はゴミ 箱なし でどこ まで綺麗に使える か検証し てみたい
　  公園の整備には柵は含まれないので、 ド ッ グラ ン は難し い⇨ 2 度と 出来ないのではないか
　  ルール整備（ 犬のフ ン の処理グッ ズ持参）
　  サイ ン （ 受付完了の目印）
　  ルール徹底（ 持ち 場離れる 等）
　  運営体制（ 人員確保）
　 　  受付： 2 人（ 知識あり ）
　 　  入口： 2 人
　 　  監視： 3 人（ 知識あり ）
　 　  フ リ ー： 1 人（ 大杉さ ん）
　  運営メ ン バー間のコ ミ ュ ニケーショ ン 不足
　 　 ＊マルシェ
　  情報の共有を 早く し たい
　  出店ルールの整備が必要
　 　 ＊音楽
　 　［ 良かっ た点］
　  騒音の問題はなさ そう 。 周辺住居で 60dB
　  大島南保育園の先生から も 、 評価は良かっ た
　  当日のメ ン バーで協力し てでき た
　  スムーズに転換も でき たし 、 出演者の方たち は気持ち よ く でき た
　 　［ 課題］
　  受付の簡素化
　  休憩時間確保
　  設備面　 電源→ステージエリ アにコ ン セン ト ボッ ク スが必要
　  周辺騒音の確認（ 家の窓を 開ける シーズン にも う １ 回開催し ても いいのではないか）
　  費用面

◯運営部会
　 　［ 良かっ た点」
　  無事故
　  地域の方のマナー（ ゴミ も 含めて）
　  天気等
　  久し ぶり に友人に会う など出会いがあっ た
　  ド ッ グラ ン 等も ク レ ームなく 実施でき た点、 地域の方も 認めてく れる のでは
　  駐輪場の混乱なし
　  ド ッ グラ ン の動線がスムーズであっ た
　  焚き 火ができ た
　 　［ 課題］
　  受け身の姿勢の方が多い
　  ボラ ン ティ アのやる こ と を 明確化すべき であっ た（ 無理がないよ う に）
　  2 日目の午後に楽し める 音楽コ ン テン ツ があれば良かっ た
　  スポーツ のイ ベン ト に高齢者も 参加でき る よ う に工夫が必要
　  情報の交換ツ ールが活用さ れていない
　  運営準備中のコ ミ ュ ニケーショ ン に改善の余地あり （ SN S 上でアン サーがないなど）
　  実施計画書の共有が遅い
　  動線ルールの不徹底（ 大庄西中学校の東門から 自転車を 乗っ てき た方がいた）
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第５ 回サポータ ー会議
■第 5 回サポータ ー会議前の打ち合わせ

　 　［ イ ベン ト 全体振り 返り ］
　  社協・ 連協の巻き 込みが必要
　  防災意識に繋げたい
　  協働型公園の定義付けが理解でき ていない。
　  地域や若い方が参加し やすい組織作り
　  近所の方の意見を 取り 入れる 方法
　 　［ その他］
　  南の口公園はタ バコ の吸い殻、 犬のう んち が落ち ている ので今回なぜ綺麗に使えたか？
 音楽イ ベン ト ク レ ーム発生→音楽の問題を 今後どう する ？
　  地域住民があまり 来ていない。 遠く の方が多かっ た。
　  バスケッ ト の音の検証→日常使いの実験
　  若い人が集まる と ごみ、 騒音等の複合でク レ ームが発生する

〇尼崎市
　  音楽イ ベン ト ： 公園の端まで音が聞こ える 必要はない。→対象は目の前の人
　  設備： 電気コ ン セン ト 設置する ？し ない？電気の料金どう する かまでも 決定が必要
　  実行委員会財源（ 市から の援助）
　  地域自主（ 公園から 実行委員会へ地域自主の基準提示ができ る ）
　  継続的に実行委員会を 運営し ていく ためには若い世代を 中心に運営する こ と ができ れば理想的である

日時： 令和５ 年 １ ２ 月２ １ 日 / 午後　 １ ４ 時～１ ５ 時３ ０ 分
場所： 会議室１
出席者： 尼崎市大庄地域課３ 名、 公園計画・ 21 世紀の森担当・ 公園維持課０ 名、 東邦レ オ３ 名
＜議題＞
１ ． 12/23 タ コ フ ェ ス振返り 会について
 ・ 会場： ミ ニホール
 ・ 実行委員会の人選について　 選出方法等は現時点で確定し ていないこ と を 参加者に伝える
 ・ タ コ フ ェ スと タ コ ピ ッ チの動画は、 尼崎市の HP にアッ プする
２ ． PA RK マネジメ ン ト の提案
 ・ 草津川跡地 _ 草ねっ こ の運営方法の視察を 検討
 ・ 27 年度以降は地域課から 公園課が主導になる ため、 協働型公園の自走に向けて課題を 洗いだし 、 改善し てい 
 く 必要がある
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第 5 回意見交換会まと め

　 令和 6 年 12 月 23 日 ( 土 ) 10:00-12:00 に開催し た第 5 回目のサポータ ー

会議は、 社会実験の振り 返り の共有と 当日の様子を ムービーにし 、 当時の思

い出をサポータ ーの皆さ んと 共有し 合いまし た。

　 第５ 回のサポータ ー会議までに各部会ごと に振り 返り を 行い、当日を 迎え、

発表し まし た。 良かっ たポイ ント では「 進行がスムーズにいっ た！」「 自分

たちで運営でき そう ！」「 まだまだいろ んなこ と ができ そう 」 などと いっ た

来年度に向けて前向き な意見が出まし た。 課題と なるポイ ント では「 も っ と

告知がう まく でき たら 」「 受け身ではなく も っ と 自発的に行動する」「 協働型

公園の定義づけ」 など、 今後解決し ていかないと いけない課題も 盛り だく さ

んでし た。

　 今回の社会実験を 経て、公園の可能性や地域のポテンシャ ルを 再認識でき 、

実行委員会の組成に向けた動き も 活発になっ ていき そう です。

　 意見についての詳細はアンケート ページを 参照。

▼当日の様子

▼サポータ ーのコ メ ント ( 抜粋 )
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自分たちでも

も っ と 運営出来そう ！

協働型公園の定義づけや

ルールの浸透が必要！

情報発信が地域全体に

行き届いていなかった…

コ ンテンツの決定を早めて

周知を早く し よう 。



来年度のテーマ
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今後について

今後の課題等

 
 

●プレ ーヤーの発掘（ 地域内に限ら ない）
引き 続き 活動を オープン にし 、 多く の方に関わっ ても ら う こ と によ り 、

 　 さ ら に協働型公園の取組を 加速さ せる 必要がある

 ●運営団体の組成を目指し た組織づく り
 　 供用開始時には運営団体と し て活動を 行える よ う 、 組織づく り を 検討し 、
 　 イ ベン ト 等を 試行的に実施し ていく 必要がある

 ●運営団体のネーミ ング・ 理念・ ルール
 　 新たな公園の使い方を よ り 多く の市民に共感し ても ら う ため、 理念やルール浸透は重要である と 考える

 
●周辺地域と の合意形成

 　 周辺地域にお住まいの市民の方には、 よ り 一層の理解と バッ ク アッ プを し ても ら う ため、

 　 引き 続き 合意形成が図れる よ う 取組を 行う 必要がある

 
●協働型公園のルール

 　 新たな公園の使い方を 明確化し ていく ために協議し ていく 必要がある

 
 

●照明計画
　 公園供用開始後の夜間の活動や、 防犯上の観点から 検討する 必要がある
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今後について
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こ れまでの取組(社会実験を 含む)から わかっ た
設計業務への反映すべき 事項

●日陰のスポッ ト
協働型公園及びコ ミ ュ ニティ スペースには日陰がなく 、 来場者アン ケート から も 公園供用開始後に

 　 休憩する スペースを 望む声や日陰がなかっ た等が意見と し て挙がっ ている 。

●要望（ 椅子・ テーブル・ ステージは必要）
　 来場者・ 周辺住民アン ケート から も フ ード フ ェ ス等のイ ベン ト を 望む声が多いこ と や休憩スペースを 望む声が多い。

 　 そのため、 椅子・ テーブルの設置や、 各種イ ベン ト を 行う 際にはステージの設置が必要と 考えら れる 。

　 　  　 各種イ ベン ト 等を 行う 際には電源コ ン セン ト が必要である 。

●電源コ ンセント は公園内に設置

●ト イ レ は公園内に必要
 　 公園美化の観点やイ ベン ト 時の来場者の利便性から も ト イ レ は必要である 。

●遊具
たこ を 象徴と し た遊具やイ ン ク ルーシブ遊具を 設置する こ と が必要である 。

●樹木
防犯の観点から 公園等を見渡すこ と ができ るよう 、でき る限り 高木ではなく 、中低木を設置するこ と が必要である。

●芝生
適切な維持管理を 考える 中で、 天然芝、 人工芝について考える 必要がある 。

●防災公園と し ての整備
( 仮称) シ ン 南の口公園は地域の方々から 防災公園と し て 期待さ れて い る 。

災害時の避難場所と し て の役割を 行え る よ う 、 設計内容に 反映する 必要があ る 。

ま た 防災減災効果を 期待さ れて い る 公園で は延焼防止や雨水貯留の機能が求めら れ、

グ リ ーン イ ン フ ラ と し て の機能も 備え て い く 必要があ り 、 設計に 反映する 必要があ る 。

P40～ P57の Enjoy! O H !SH O W ! タ コ フ ェ ス ! 当日来場者や周辺住民のアンケート 結果等により 、

下記のよう な設計業務への反映事項が考えら れる。

(その他)



今後について

今後のスケジュ ール

●令和６ 年度： 社会実験 / 公園の基本・ 実施設計

●令和 7 年度： サポータ ー運営組織組成 / 再整備工事

●令和 8 年度： (仮称)シン南の口公園供用開始 / 実行委員会スタ ート
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今年度の取組 / 総評

今年度の取組

今年度の総評

●事前打ち合わせ / 定例　 35 日

●サポータ ー会議　 ５ 日

●各部会の打ち合わせ　 25 日

●こ と はじ め会議　 １ 日

●ウォ ータ ーバト ル　 ２ 日

●社会実験　 2 日

●防災キャ ンプ　 1 日
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　 今年度は社会実験に向けて様々な取り 組みを行い、 サポータ ーの方が主導と なり 公園運営がで

きるよう 伴走し 、 社会実験を無事執り 行う こ と ができた。

　 社会実験を迎えるまでには、 ワーク ショ ッ プ形式のサポータ ー会議を計 5 回開催し 、 意見交換

を重ね、 サポータ ーの方にフ ァ ンがつく よう 市民参加型ワーク ショ ッ プ「 O H ! SH O W !  タ コ ピッ

チ」 を開催し 気運の醸成を行っ た。

　 また各サポータ ー部会（ イ ベント ・ スポーツ・ 運営サポート ） に分かれ、 具体的な内容につい

てサポータ ーの方々・ 行政・ 東邦レオで真剣に検討を行っ てきた。 そのおかげか社会実験は 2 日

間で約 2,500 人の来場で大きく 盛り 上がっ た社会実験と なり 、 多く のアンケート を収集するこ と

ができ た。 その結果を踏まえて来年度の設計業務を進めていく 必要がある。 新たな公園使いを想

定し ながら 設計に反映するために、 公園の日常についての社会実験を行う 等、 更なる取り 組みを

進める。

　 今までと 違う 公共空間の使い方については、 概ね共感するこ と ができた。

取組を継続し 、 発展さ せるためには、 戦略的に広報し 、 関わる人（ プレイ ヤー） を増やす必要が

あると 考える。

　 また今後の公共空間の利活用にあたっ ては、 新し い使い方、 使われ方のルールを整理し 、 公園

を使いたい人たちの視点に立ち、 使用する際のハード ルを下げるこ と も 同時に必要と 考える。


